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第１章 総  則 

（名称、所在） 

第１条 

１）この会は相模原市自閉症児・者親の会（通称：相模原やまびこ会）と称し、事務所を 

会長宅とします。 

２）会計事務所を会計（主担当）宅とします 

（目的） 

第２条 

この会は自閉症児・者の権利と幸福の為、治療、教育、福祉対策の充実を図るような運動

を展開することを目的とします。 

（事業） 

第３条 

この会は前条の目的を達成する為、次の事業を行います。 

１）自閉症児・者に対する諸施策の推進 

２）会員相互の親睦 

３）関係機関、関係団体との連絡協調 

４）地域に理解を深める運動 

５）その他、この会の目的を達成する為に必要な事業 

 

 

第２章 会  員 

第４条 

この会は原則として相模原市に居住する自閉症児・者及びそれに似た症状を持つ児・者親

の保護者等によって構成されます。 

１）正会員…自閉症児・者及びそれに似た症状を持つ児・者の保護者 

２）賛助会員…この会の主旨に賛同し、協力する個人並びに団体 

 

（入会） 

第５条 

１）この会の正会員として入会しようとする者は事務局に所定の手続きを行うものとしま

す。 

２）正会員は、社団法人日本自閉症協会、神奈川県自閉症児・者親の会連合会に所属しま

す。 
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(会費） 

第６条 

正会員は総会に於いて定めた会費を納入するものとします。 

（退会） 

第７条の１ 

退会は正会員の意思に基づき、所定の手続きを経て退会するものとします。 

  但し、会費の納入なき場合は退会したとみなします。 

（除名） 

第７条の２ 

会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決によりこれを除名することが

できます。 

１）本会の会則（以下、「本会則」という）に違反したとき 

２）本会の名誉を傷つけ、または本会の目的に反する行為をしたとき 

 

 

第３章 組  織 

第８条 

この会に次の機関を置きます。 

１）総会 

２）定例会 

３）役員会 

（総会） 

第９条 

１）総会はこの会の最高議決機関であり、定期総会は毎年１回、会長が召集して開催しま

す。但し、正会員の３分の１以上の請求があった場合、又、役員会が必要と認めた時

は臨時総会を招集します。 

２）総会は正会員の過半数の出席により成立します。 

３）総会の議決は出席者の過半数の賛同によって決定されます。 

（総会の権限） 

第１０条 

総会は次の事項を審議します。 

１）事業報告、決算報告 

２）事業計画、予算 

３）役員の選出 

４）会則の改廃 

５）その池 

 



 - 4 - 

 

（役員） 

第１１条 

この会の運営を円滑にする為に次の役員を置きます。 

ｌ）会  長…１名 

２）副 会 長…ｌ～２名 

３）会  計…１名以上・ 

４）運営委員…若干名 

（職務） 

第１２条 

１）会長はこの会を代表し、且つ運営を総括します。 

２）副会長は会長を補佐し、会長が事故ある時はその職務を代行します。 

３）会計はこの会の経理を総括します。 

４）会計監査はこの会の経理状況を監査します。 

（役員の任期） 

第１３条 

１）役員の任期は１年とします。但し、再任は妨げません。 

２）役員に欠員が生じた場合、役員会の承認を得て、会長が任命することができます。 

３）補欠による役員の任期は前任者の残任期間とします。 

（定例会） 

第１４条 

１）定例会は定期的に開催し、会長が召集します。 

２）定例会は第２条（目的）達成のための事業について協議及び会員相互の連絡調整を図

ります。 

３）定例会の議決は出席者の過半数の賛同によります。 

（役員会） 

第１５条 

１）役員は第１３条によって定めた役員によって構成し、会の運営を図ります。 

２）役員会は会長が随時召集します。 

 

 

第４章 財  政 

（財源） 

第１６条 

この会の事業遂行に必要な費用は、会費、事業収益金、補助金、寄付金、及び、その他の

収入をもってあてます。 

なお、会費および寄付金（１口）の金額は施行細則に定めるものとします。 
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（会計年度） 

第１７条 

この会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わります。 

 

 

第５章 慶 弔 金 

（弔慰金） 

第１８条 

会員（第２章・第４条）が死亡した時は、次の通り弔慰金を支給する。 

１）正会員死亡時   …１０，０００円 

２）自閉症児・者死亡時…１０，０００円 

（祝い品） 

第１９条 

自閉症児・者が２０歳に到達した時には、成人祝いの記念品を支給する。 

 

 

第６章 会則の変更 

（会則の改廃） 

第２０条 

本会則の改廃は総会の決定により、総会出席者の３分の２以上の賛同を必要とします。 

（施行細則） 

第２１条 

本会則の施行に関する必要な事項は定例会の議決を経て別に定めます。 

 

附則 

本会則は平成２０年５月１１日に施行します。 

 

制定   昭和５８年４月３日 

改訂─１ 昭和６２年４月２５日 

改訂─２ 平成 ３年４月２７日 

改訂─３ 平成 ９年５月１１日 

改訂─４ 平成１８年４月２３日 

改訂─５ 平成２０年５月１１日 

改訂─６ 平成２６年５月１８日 


